
会 議 記 録 

日   時 令和 8年 6月 2日（火）10時 00分～12時 00分 

場   所 宇陀市こども家庭センター すくすくルーム 

会 議 名 第 25回子ども・子育て会議 

出 席 者 委員出席 18名 欠席 2名 委員名簿は別紙参照 

事 務 局 等 
小林健康福祉部長  鈴木教育委員会事務局長 教育総務課：山口主幹・森主幹 

こども未来課：山本課長・吉田主幹・福本・和田 

 

会 議 内 容 

1. 開 会 

 

2. 部長あいさつ 

 

3. 会長・副会長の選出 

会長：福田委員  副会長：峯畑委員   

 

4. 議事 

 「宇陀市子ども・子育て会議傍聴要領について」 

 

質疑 

Q1. 要領第５条（６）の「口頭などの発信」とはどのような想定か？ 

 

A1. 協議中の事案や会議内での委員の発言を、他会議などで発信するなどの事例があっ 

た。市民の混乱を招くようなことがないようにしたい。会議録は毎回ホームページに掲載 

しており、それを正式な公表としたい。 

 

Q2. 要領第２条 傍聴人の定員１０人の根拠は。圧迫感を感じるが。 

 

A2. 他市町村の規程を参考としている。会場の都合で定員変更可能という書き方になって 

いるので、規程としては１０人とし、今後検討していただければ。 

 

決定事項 

令和８年６月２日より施行する。 

 

5. 議事 

「第１期宇陀市こども計画」について 

（1） 宇陀市こども計画 計画策定の概要について 

（2） 生活実態調査の検討について 

（3）  

 

 



質疑 

Q1. 調査票の狙いは何か。内容が漠然としている。ターゲットを絞って支援を考えるものなのか。 

こどもの数が減少している切実な現状に沿って、住民目線の質問や具体的なもの、将来への考え 

を引き出すために、宇陀市在住者が質問を考えるべきでは。事務局（市）の考えを示してほしい。 

 

A1. 今までの子ども計画は、乳幼児に関することに特化していた。その中で貧困対策に関することなど 

取り組んできたが、実態をつかめていない部分があり、学校との連携などだけでは、すくいきれな 

い事象があるのではないかと感じている。現状のままで支援は足りているのか、漏れ落ちているお 

子さんがどのくらいいるのかなど、実態把握のため調査が必要であると考えている。 

 

Q2. 調査票の回答者は市内在住の児童とあるが、調査票内の回答の選択肢に市内の学校しか書いて 

いない。市外や県外の学校に通う児童は対象ではないのか。 

 

A2. 対象です。選択肢が不足しているので修正します。 

 

Q3. 特別支援学校に通う児童も含まれるか。 

 

A3. 含まれます。 

 

Q4．生活習慣を問う設問があるが、児童養護施設の児童は食事時間など全て整っている。アンケート 

に与える影響はどの程度か。 

 

A4. 5％程度と考える。対象の質問を設けることができれば、クロス集計で分析も可能か、勘案していき 

たい。 

 

Q5. 事業を検討するための前段階であるアンケートは今後の方針を決める重要なもの。設問内容が 

一般的過ぎる。この設問で実際に生きた計画が作成できるのか。もっと踏み込んだ質問が必要 

では。 

 

A5. 宇陀市の独自的な質問に欠けているとのご指摘、その通りだと感じる。本計画では若者まで対象 

が広がっており、つながりが薄くなっている若年層世代の動向をまずは伺いたいという意図を持っ 

ている。設問内容はそういった背景から一般的なものとなっている。 

アンケートの回答をもって、素案づくりの段階でより独自的な視線で練っていきたいと考えている。 

 

意見 

  委員 設問の中に自由記述があり、意見を書いてもらいやすくていい。こども未来課だけではなく、横断 

的に取り組んでほしい。 

 

  委員 設問の数が多く、子どもたちがこれを全て集中力欠くことなく書き終えられるか、疑念が残る。1人 

で完成させられるか、子どもは不安や焦りを感じるのでは。冒頭の鏡文にもう少し子どもが意欲をも 

って取り組めるような文面を検討していただいたら。 

 

  委員 親の立場として、調査票を見てみると、もう少し年齢に応じたもの、地域に応じたものなど、質問を 

落とし込んでもらいたいと感じる。漠然とした質問は回答にブレが生じる。 

 

  委員 この計画では、全体的な底上げを目指しているのか、こぼれているものを拾い上げたいのか。虐待 

などの特別な事情を対策するものなのか。もっとオリジナリティな部分が必要。物足りない。 

 

会長 委員のご指摘のとおり、シビアな部分を引き出せるような質問を検討していただけたら。アンケート 

結果をどう読み切って、どう動きだすのか、大きな一歩としていきたい。皆様のご協力をお願いした 

い。 

 

 



6. 事業報告 

（1） 病児保育室の開設について 

（2） 宇陀市立榛原こども園・宇陀市こども家庭センター整備事業について 

 

7. 閉会のあいさつ 

 

第 26回子ども・子育て会議の予定   

日程：令和 8年 7月   内容：生活実態調査の検討  

 


